
新
事
業
創
出
へ
取
り
組
み
加
速

研
究
開
発
費

機械２ケタ増、車は環境・安全

　
２
０
１
３
年
度
の
研
究
開

発
投
資
額
で
は
、
全

業
種

中
、

業
種
が

年
度
よ
り

も
増
額
と
回
答
。
最
も
伸
び

率
が
高
か
っ
た
の
は
「
産
業

機
械
・
造
船
・
車
両
」
で
、

年
度
比

・
９
％
増
と
唯

一
の
２
ケ
タ
増
。
環
境
な
ど

成
長
分
野
の
研
究
開
発
を
重

視
し
、
積
極
投
資
を
続
け
る

姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

　
増
額
理
由
で
は
、
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
シ
ス
テ
ム
、
輸

送
シ
ス
テ
ム
関
連
の
新
製
品

・
新
事
業
開
発
の
加
速
」

川
崎
重
工
業

な
ど
環
境

関
連
の
技
術
開
発
を
重
視
す

る
コ
メ
ン
ト
が
目
立
つ
。

「
自
動
車
関
連
」
は

社
中

９
社
が

年
度
比
で
２
ケ
タ

増
を
見
込
み
、
マ
ツ
ダ
は
１

０
０
０
億
円
乗
せ
。
「
現
行

の
中
期
経
営
計
画
の
事
業
戦

略
で
あ
る
環
境
対
応
車
お
よ

び
世
界
戦
略
車
の
強
化
」

三
菱
自
動
車

と
い
う
よ

う
に
、
環
境
対
策
、
安
全
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
理
由
に

挙
げ
る
企
業
が
多
い
。

　
「
総
合
電
機
・
重
電
」
は

７
社
中
６
社
が
増
額
予
定
で

「
新
分
野
、
新
事
業
へ
の
参

入
・
開
拓
」

東
芝
、
三
菱

電
機
、
安
川
電
機

が
主
な

理
由
。
「
化
学
」
「
繊
維
」

も
「
新
規
事
業
へ
の
参
入
、

新
分
野
の
拡
大
」

旭
化

成
、
三
井
化
学
、
東
ソ
ー
、

住
友
化
学
、
東
レ
、
ク
ラ

レ
、
帝
人

と
、
各
社
が
新

事
業
創
出
に
向
け
た
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
一
方
、
減
額
予
定
の
企
業

は
理
由
に
つ
い
て
、
「
テ
ー

マ
を
厳
選
し
た
上
で
将
来
の

事
業
成
長
に
向
け
た
商
品
を

開
発
す
る
」

セ
イ
コ
ー
エ

プ
ソ
ン

、
「
開
発
テ
ー
マ

絞
り
込
み
の
た
め
」

明
電

舎

と
し
て
い
る
。

研
究
開
発
テ
ー
マ

ナノテク・医療・ビッグデータ人気

　
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

が
１
位
な
の
は
例
年
通
り
。

今
回
は
「
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

／
新
素
材
」
「
医
療
・
バ
イ

オ
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
」

の
両
分
野
が
伸
び
た
。
「
ナ

ノ
テ
ク
―
」
は
前
回
比
２

増
加
で
前
回
と
同
じ
く
２

位
。
「
医
療
―
」
は
同
８

増
加
し
、
「
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

・
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
」
を
抜
い
て
３
位
に

上
昇
。
両
分
野
を
今
回
新
た

に
開
発
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ

た
企
業
の
具
体
案
件
で
は

「
小
型
血
流
セ
ン
サ
ー
」

パ
イ
オ
ニ
ア

、
「
生
体

適
合
材
料
」

Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ

な
ど
が
挙
が
っ
て
お
り
、
両

分
野
の
融
合
領
域
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
業
種
別
の
動
向
で
は
、
総

合
電
機
・
通
信
機
器
で
「
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ

大
量
デ
ー

タ

」
が
注
目
の
的
。
日
立

製
作
所
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
、
日
本
ユ
ニ
シ
ス
な
ど

が
具
体
的
な
案
件
に
同
分
野

を
掲
げ
て
お
り
、
複
合
的
な

デ
ー
タ
分
析
で
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
か
ら
情
報
を
引
き
出
す
よ

う
な
研
究
が
進
む
。

　
産
業
機
械
、
造
船
、
工
作

機
械
、
素
材
で
は
「
二
塔
式

ガ
ス
化
炉
の
開
発
」

Ｉ
Ｈ

Ｉ

、
「
工
程
統
合
マ
シ

ン
」

ア
マ
ダ

な
ど
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
や
自
動
化
技

術
へ
の
関
心
が
高
い
。
電
線

メ
ー
カ
ー
各
社
は
超
電
導
線

材
の
開
発
に
力
を
入
れ
る
。

　
自
動
車
も
燃
費
改
善
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
省
エ
ネ

関
連
。
建
設
は
東
日
本
大
震

災
後
に
必
要
性
の
高
ま
っ
た

耐
震
・
免
震
技
術
に
加
え
、

「
建
物
診
断
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
」

戸
田
建
設

な
ど
建
築
物
の
老
朽
化
問
題

へ
の
対
応
を
急
い
で
い
る
。

研
究
開
発
者
・
拠
点

工作機械増員へ／海外拠点関心高く
　
研
究
開
発
者
に
関
す
る
設

問
で
は
、
向
こ
う
数
年
で
研

究
開
発
人
員
を
「
増
や
す
」

か
「
横
ば
い
」
と
答
え
た
企

業
が

％

前
回
は

％

に
上
り
、
各
社
と
も
研
究
者

確
保
に
は
依
然
と
し
て
力
を

入
れ
て
い
る
。
「
減
ら
す
」

は
前
回
比
１

増
え
た
も
の

の
、
回
答
２
２
４
社
中
わ
ず

か
５
社
に
と
ど
ま
る
。

　
増
や
す
と
答
え
た
企
業
が

多
い
業
種
と
し
て
は
、
精

密
、
建
機
、
工
作
機
械
、
化

学
な
ど
が
目
立
つ
。
特
に
工

作
機
械
で
は
回
答

社
中
９

社
が
増
や
す
計
画
だ
。

　
海
外
の
研
究
開
発
拠
点
の

設
置
の
有
無
に
つ
い
て
は
前

回
調
査
の
傾
向
を
引
き
継
ぐ

が
、
「
１
カ
所
あ
り
」
「
複

数
カ
所
あ
り
」
「
な
い
が
持

つ
予
定
、
持
ち
た
い
」
と
答

え
た
企
業
の
合
計
が
前
回
比

５

増
加
の

％
と
な
り
、

海
外
の
研
究
開
発
拠
点
へ
の

関
心
は
若
干
高
ま
っ
て
い
る

と
言
え
そ
う
だ
。
業
種
で
見

る
と
、
鉄
・
非
鉄
、
建
設
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
く
多
く
の

業
種
が
設
置
に
積
極
的
と
な

っ
て
い
る
。

　
海
外
研
究
拠
点
の
開
設
の

理
由
に
つ
い
て
は
、
海
外
市

場
の
ニ
ー
ズ
を
製
品
開
発
に

反
映
し
や
す
い
と
い
う
回
答

が
多
い
。
そ
の
ほ
か
、
「
グ

ロ
ー
バ
ル
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
人
材
獲
得
」

東
芝

、

「
現
地
大
学
・
研
究
機
関
と

の
連
携
強
化
」

富
士
電

機

な
ど
が
挙
が
っ
た
。

年度研究開発費 計画 ～ 位

順位 会　社　名 研究開発費
（億円）

売上高
比率 ％ 増減率

ＮＴＴ ％
富士通 ％
アステラス製薬 ％
大塚ＨＤ ％
第一三共 ％
三菱電機 ％
富士フイルムＨＤ ％
シャープ ％

〃 ＮＥＣ ％
アイシン精機 ％
三菱ケミカルＨＤ ％
住友化学 ％
スズキ ％
エーザイ ％
リコー ％
マツダ ％
ＮＴＴドコモ ％
住友電気工業 ％
ブリヂストン ％
ニコン ％
東京エレクトロン ％
コニカミノルタ ％
三菱自動車工業 ％

〃 ヤマハ発動機 ％
旭化成 ％
田辺三菱製薬 ％
三菱重工業 ％
大日本住友製薬 ％
コマツ ％

〃 オリンパス ％
いすゞ自動車 ％
富士重工業 ％
東レ ％
ＴＤＫ ％
塩野義製薬 ％
京セラ ％

〃 村田製作所 ％
花王 ※※
旭硝子 ％
セイコーエプソン ％
オムロン ％
豊田自動織機 ％
協和発酵キリン ％

〃 川崎重工業 ％
〃 日野自動車 ％

ブラザー工業 ％
ＪＦＥＨＤ ※ ％
日本電産 ％
ＩＨＩ ％
信越化学工業 ％
アドバンテスト ％
パイオニア ％
ジェイテクト ％
ローム ％
ダイキン工業 ％
味の素 ％
帝人 ％

〃 三井化学 ％
アルプス電気 ％
富士電機 ％

〃 クボタ ％
大日本印刷 ％
テルモ ％
豊田合成 ％
横河電機 ％
カルソニックカンセイ ％
日立化成 ％

〃 積水化学工業 ％
ヤマハ ％
カネカ ％
大正製薬ＨＤ ％
凸版印刷 ％
ＪＳＲ ％
日立建機 ％
昭和電工 ％
参天製薬 ％
日本特殊陶業 ％
ＮＴＮ ％
クラレ ％
日本化薬 ※※
ＴＯＴＯ ％

ファルマ ％
〃 シスメックス ％

出光興産 ％
宇部興産 ％
資生堂 ％
ニッパツ ％
ＯＫＩ ％
住友重機械工業 ％
島津製作所 ％
東ソー ％

〃 ＮＴＴデータ ％
グローリー ％

〃 日立メディコ ％
キョーリン製薬ＨＤ ％
日本ゼオン ％
日本ガイシ ％
電気化学工業 ％
堀場製作所 ％

〃 曙ブレーキ工業 ％
〃 安川電機 ％

大阪ガス ％
日本精工 ％
トクヤマ ％

〃 アサヒグループＨＤ ％
東洋紡 ％
明電舎 ％
森精機製作所 ％

〃 大林組 ％
アズビル ％
東洋ゴム工業 ※※
大成建設 ％
鹿島 ％
清水建設 ％
アマダ ％

〃 ＹＫＫ　ＡＰ ％
大和ハウス工業 ％
シチズンＨＤ ％
日立造船 ％
太陽誘電 ％
Ｊパワー ※ ％
ＮＯＫ ％
荏原 ％
住友金属鉱山 ％
東京応化工業 ％
大同特殊鋼 ％

〃 三井造船 ％
日本電子 ％
クレハ ％

〃 日本ユニシス ％
牧野フライス製作所 ％
三洋化成工業 ％

順位 会　社　名 研究開発費
（億円）

売上高
比率 ％ 増減率

日本軽金属ＨＤ ％
〃 九州電力 ％

小林製薬 ％
日本無線 ％

〃 日揮 ％
〃 ＴＨＫ ％

ユニチカ ％
ＪＵＫＩ ％

〃 太平洋セメント ％
日新製鋼ＨＤ ％
住友大阪セメント ％
エア・ウォーター ％
タカラバイオ ％
不二越 ％

〃 セイコーインスツル ％
オークマ ％
ミサワホーム ％
千代田化工建設 ％
岩崎通信機 ％
東邦ガス ％
リョービ ％
前田建設工業 ％
文化シヤッター ％
五洋建設 ％
日本車両製造 ％

〃 昭和電線ＨＤ ％
東芝機械 ％
東洋エンジニアリング ％
西松建設 ％
ラクオリア創薬 ％

〃 シンフォニアテクノロジー ％
〃 熊谷組 ％

社名非公開 ％
トピー工業 ％
月島機械 ％
戸田建設 ％
アンジェスＭＧ ～ ％

〃 クリナップ ％
ソフトバンクグループ ％
セルシード ％

※は売上高予想未公表。※※は前年度変則決算のため比較で
きず。 はマイナス

年度研究開発費の売上高比率が５％以上の企業

順位 会　社　名 研究開発費
（億円） 売上高比率

１ アンジェスＭＧ ※ ～

２ ラクオリア創薬 ※

３ セルシード

４ アドバンテスト

５ エーザイ

６ 武田薬品工業

７ アステラス製薬

８ 大日本住友製薬

〃 塩野義製薬

第一三共

田辺三菱製薬

タカラバイオ

大塚ＨＤ

東京エレクトロン

〃 参天製薬

協和発酵キリン

ローム

　ファルマ

キョーリン製薬ＨＤ

日本化薬

リョービ

オリンパス

デンソー

岩崎通信機

シスメックス

〃 堀場製作所

コニカミノルタ

キヤノン

日立メディコ

業種別の 年度研究開発投資額と増減率

業　　種 回答社数 研究開発費
（億円） 増減率

総合電機・重電 ％

コンピューター・通信機器 ％

家電・電子部品 ％

計測・制御機器 ％

精密機器・事務機 ％

産業機械・造船・車両 ％

工作機械・その他機械 ％

自動車関連 ％

通信・印刷 ％

建設・住宅・不動産 ％

ガラス・セメント・建材 ％

鉄鋼・非鉄・電線 ％

化学 ％

医薬・トイレタリー ％

化繊・紙パ ％

食品 ％

エネルギー ％

合　　計 ％
はマイナス

年度研究開発費の伸び率が ％以上の企業

順位 会　社　名 研究開発費
億円 前年度比

１ Ｊパワー ％
２ 住友重機械工業 ％

３ 東洋エンジニアリング ％

４ 大成建設 ％

５ 西松建設 ％

６ 荏原 ％

７ オークマ ％

８ ＩＨＩ ％

９ 大和ハウス工業 ％

シスメックス ％

三菱重工業 ％

日本電子 ％
三菱自動車工業 ％

ニッパツ ％

富士重工業 ％

昭和電線ＨＤ ％

タカラバイオ ％

日立メディコ ％

ＪＦＥＨＤ ％

アルプス電気 ％

アステラス製薬 ％

シャープ ％

ＴＨＫ ％

豊田自動織機 ％
文化シヤッター ％

日立建機 ％

クレハ ％

東芝 ％

ホンダ ％

アドバンテスト ％

大日本住友製薬 ％

マツダ ％

ＮＴＮ ％

日本電産 ％

テルモ ％
太平洋セメント ％

オムロン ％

アズビル ％

トヨタ自動車 ％

カルソニックカンセイ ％

曙ブレーキ工業 ％

〃 エア・ウォーター ％

伸び率％が同じで順位が違う場合は小数点第２位以下が異な
る

Ｒ＆Ｄアンケート■あすから「科学技術・大学」面で「研究開発トップに聞く」を掲載します。１面参照

順位 会　社　名 研究開発費
（億円） 売上高比率

大正製薬ＨＤ

富士フイルムＨＤ

〃 ニコン

パイオニア

〃 東京応化工業

オムロン

〃 ブラザー工業

横河電機

パナソニック

村田製作所

テルモ

グローリー

ＴＤＫ

ソニー

〃 ヤマハ

シャープ

〃 セイコーエプソン

〃 日本特殊陶業

〃 日本電子

住友化学

〃 森精機製作所

東芝

リコー

ＮＥＣ

ホンダ

〃 アイシン精機

〃 ヤマハ発動機

〃 日立化成

ＪＵＫＩ

アルプス電気

〃 ＪＳＲ

※２社の投資額が売上高を上回っているのは、エクイティーファ
イナンスで調達した資金による研究開発投資の割合が大きいため

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ７月２５日 木曜日 　　


